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　専門が生物学なので、その分野

にちなんだ話題を紹介します。

　ロシアに隕石の落下がありまし

たね。それで思い出された話題で

す。

　地球が固体としてできあがった

のは、地質学の証拠などからほぼ

４６億年前と考えられています。

　今でこそ、地球には生態系がで

きていて、多くの生物が酸素を必

須として、大気の 20％は酸素です。

　でも、地球形成直後の大気は、

二酸化炭素に代表されるように、

酸化が済んでしまっている成分の

酸化的大気であったと考えられる

ようになりました。

　そうすると、生物の成立に関し

て以前になされた実験、つまり、

アンモニアや水素などの還元的気

体に放電させて有機物を形成させ

た実験（ミラーたち）、を見直さな

ければならなくなりました。生物

体の反応は、みな酸化還元反応で

す（原発で利用されるような原子

核反応ではなく、原子の最外側に

ある電子のやり取り、というエネ

の素材や炭素と反応したのです。

　この容器衝撃実験のデータから、

地球への隕石の二次落下の時期に

形成された有機物の量の試算もさ

れました。

　それによると、莫大な量の有機

物が形成され、蒸発して散逸した

成分もありますが、残りは海に沈

みました。海底では、プレートの

運動もあり、一部は地殻の深部へ

入り、熱と圧力でダイヤモンドへ

と変換します。

　浅い海に存在した別の一部は、

鉱物の間隙で複雑な有機物の形成

が進んで、生物素材が準備されま

した。

　つまり、ダイヤモンドと生物と

は、過去の地球の、隕石の二次落

下時期に形成された有機物を共通

の元とするものであり、兄弟だと

いうのです。

　現在、私たち「生命の起原と進

化学会」の会員の多くは、この説

に大いに賛同しています。
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ルギーレベルの反応）。すっかり

酸化されてしまっている環境では、

その反応が始りません。

　いったいどこから、その酸化還

元反応を起こす還元力がもたらさ

れたのか。話は振り出しに戻りま

した。そもそも放電実験のさらに

以前は、生物は神に創造されたも

のであり、その起原を人間が問う

などはしてはいけないことでした。

それを、「始元はどうか」とオパー

リンが初めて科学的に取り組みま

した（1920 年頃）。創造説からの

決別です。また、その科学的考え

に刺激されて、実験もされるよう

になったのでした。

　隕石はここで登場です。

　地球の形成にあたり素材として

ひとしきり続いた隕石集中（落下）

の時代が止み、固体の地球ができ

た後で、もう一度、隕石が高頻度

に落下する時期がありました。こ

のとき、既に出来ていた海に衝突

する隕石により、多量の水蒸気が

水素と酸素に分解して（超臨界状

態）、この水素が有機物形成の還

元力をまかなった、というのです。

実験もあります。

　小さな丈夫な容器に、二酸化炭

素、窒素、少量の水を入れて密閉し、

衝撃を与えます（弾丸を打ちこむ）。

内部には、有機物形成のためのア

ンモニアが出来ていました。少量

の水が分解して水素ができ、隕石
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